
　

私
の
実
家
は
谷
戸

　

私
の
実
家
は
谷
戸

の
奥
な
の
で
、
観
光

の
奥
な
の
で
、
観
光

客
が
訪
れ
る
よ
う
な

客
が
訪
れ
る
よ
う
な

地
で
は
な
か
っ
た
の

地
で
は
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
民
泊
と
し

で
す
が
、
民
泊
と
し

て
隣
の
空
き
家
が
活
用
さ

て
隣
の
空
き
家
が
活
用
さ

れ
、
外
国
人
観
光
客
も
見
か

れ
、
外
国
人
観
光
客
も
見
か

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
▼

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
▼

す
る
と
指
定
の
ゴ
ミ
収
集
日

す
る
と
指
定
の
ゴ
ミ
収
集
日

に
関
わ
ら
ず
、
ま
た
分
別
さ

に
関
わ
ら
ず
、
ま
た
分
別
さ

れ
な
い
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
る

れ
な
い
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
る

こ
と
が
問
題
に
な
り
ま
し
た

こ
と
が
問
題
に
な
り
ま
し
た

▼
し
か
し
、
ゴ
ミ
袋
に
は
外

▼
し
か
し
、
ゴ
ミ
袋
に
は
外

国
語
で
感
謝
を
伝
え
る
メ
モ

国
語
で
感
謝
を
伝
え
る
メ
モ

が
貼
ら
れ
て
い
た
の
で
、
宿

が
貼
ら
れ
て
い
た
の
で
、
宿

泊
し
た
外
国
人
は
気
を
遣
っ

泊
し
た
外
国
人
は
気
を
遣
っ

て
行
動
し
て
く
れ
た
と
い
う

て
行
動
し
て
く
れ
た
と
い
う

こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た

こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た

▼
鎌
倉
に
長
く
滞
在
す
る
こ

▼
鎌
倉
に
長
く
滞
在
す
る
こ

と
で
、
日
帰
り
で
は
得
ら
れ

と
で
、
日
帰
り
で
は
得
ら
れ

な
い
良
さ
を
感
じ
て
も
ら
い

な
い
良
さ
を
感
じ
て
も
ら
い

た
い
と
思
う
一
方
で
、
住
民

た
い
と
思
う
一
方
で
、
住
民

と
観
光
客
が
お
互
い
に
気
持

と
観
光
客
が
お
互
い
に
気
持

ち
良
く
過
ご
す
た
め
に
も
、

ち
良
く
過
ご
す
た
め
に
も
、

民
泊
制
度
を
導
入
す
る
に
は

民
泊
制
度
を
導
入
す
る
に
は

法
整
備
以
外
の
面
で
一
つ
一

法
整
備
以
外
の
面
で
一
つ
一

つ
実
態
に
即
し
た
課
題
が
あ

つ
実
態
に
即
し
た
課
題
が
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

る
と
感
じ
ま
し
た
。 

（
Ｎ
）

（
Ｎ
）

　

早
稲
田
大
学
同
窓
会
「
鎌

　

早
稲
田
大
学
同
窓
会
「
鎌

倉
稲
門
会
」
新
年
会
が
２
月

倉
稲
門
会
」
新
年
会
が
２
月

４
日
、
鎌
倉
市
内
の
飲
食
店

４
日
、
鎌
倉
市
内
の
飲
食
店

で
開
か
れ
、
母
校
の
留
学
生

で
開
か
れ
、
母
校
の
留
学
生

６
人
（
リ
ト
ア
ニ
ア
、
セ
ル

６
人
（
リ
ト
ア
ニ
ア
、
セ
ル

ビ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
ベ
ト
ナ

ビ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
ベ
ト
ナ

ム
、
中
国
２
人
）
が
参
加
。

ム
、
中
国
２
人
）
が
参
加
。

会
員
同
窓

会
員
同
窓
8080
人
の
中
に
混
じ

人
の
中
に
混
じ

っ
て
、
現
役
学
生
７
人
と
の

っ
て
、
現
役
学
生
７
人
と
の

交
流
を
楽
し
ん
だ
。

交
流
を
楽
し
ん
だ
。

　

留
学
生
た
ち
は
新
年
会
の

　

留
学
生
た
ち
は
新
年
会
の

前
の
鎌
倉
見
物
で
現
役
学
生

前
の
鎌
倉
見
物
で
現
役
学
生

と
円
覚
寺
、
東
慶
寺
、
建
長

と
円
覚
寺
、
東
慶
寺
、
建
長

寺
を
拝
観
し
、
鶴
岡
八
幡
宮

寺
を
拝
観
し
、
鶴
岡
八
幡
宮

で
参
拝
の
仕
方
、
同
宮
の
説

で
参
拝
の
仕
方
、
同
宮
の
説

明
を
聞
き
初
詣
を
し
た
。

明
を
聞
き
初
詣
を
し
た
。

　

早
大
政
治
経
済
学
部
１
年

早
大
政
治
経
済
学
部
１
年

　

チ
ョ
ウ
・
ア
カ
ン
（
中

　

チ
ョ
ウ
・
ア
カ
ン
（
中

国
）
国
）

　

見
学
会
で
中
国
の
建
築
の

　

見
学
会
で
中
国
の
建
築
の

構
造
と
似
て
い
る
神
社
を
拝

構
造
と
似
て
い
る
神
社
を
拝

観
し
、
昔
か
ら
中
日
は
歴
史

観
し
、
昔
か
ら
中
日
は
歴
史

的
に
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と

的
に
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。
円
覚
寺
の

を
感
じ
ま
し
た
。
円
覚
寺
の

妙
香
池
は
中
国
の
禅
宗
寺
院

妙
香
池
は
中
国
の
禅
宗
寺
院

に
は
見
ら
れ
な
い
独
特
な
庭

に
は
見
ら
れ
な
い
独
特
な
庭

園
で
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

園
で
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

鎌
倉
稲
門
会
で
出
会
っ
た

　

鎌
倉
稲
門
会
で
出
会
っ
た

多
く
の
先
輩
た
ち
か
ら
の
ア

多
く
の
先
輩
た
ち
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
は
本
当
に
助
か
り

ド
バ
イ
ス
は
本
当
に
助
か
り

ま
し
た
。
本
職
以
外
に
熱
心

ま
し
た
。
本
職
以
外
に
熱
心

に
社
会
に
寄
与
さ
れ
て
い
る

に
社
会
に
寄
与
さ
れ
て
い
る

方
に
敬
服
し
て
い
ま
す
。
将

方
に
敬
服
し
て
い
ま
す
。
将

来
、
自
分
の
で
き
る
領
域
で

来
、
自
分
の
で
き
る
領
域
で

頑
張
り
つ
つ
、
社
会
に
貢
献

頑
張
り
つ
つ
、
社
会
に
貢
献

で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
。
皆
様
に
感
謝
の
意
を
述

す
。
皆
様
に
感
謝
の
意
を
述

べ
た
い
で
す
。

べ
た
い
で
す
。

　

不
動
明
王
の
恐
ろ
し
い
表

　

不
動
明
王
の
恐
ろ
し
い
表

情
。
私
た
ち
に
悪
魔
を
寄
せ

情
。
私
た
ち
に
悪
魔
を
寄
せ

つ
け
な
い
よ
う
に
と
険
し
い

つ
け
な
い
よ
う
に
と
険
し
い

表
情
を
さ
れ
、
慈
悲
深
き
お

表
情
を
さ
れ
、
慈
悲
深
き
お

姿
で
あ
り
ま
す
。
背
中
に
燃

姿
で
あ
り
ま
す
。
背
中
に
燃

え
上
が
る

え
上
が
る
迦か

楼る

羅ら

炎え
ん
え
ん

（
迦
楼

（
迦
楼

羅
と
は
経
典
に
登
場
す
る
金

羅
と
は
経
典
に
登
場
す
る
金

色
の
鳥
で
仏
法
の
守
護
神
）

色
の
鳥
で
仏
法
の
守
護
神
）

は
衆
生
の
煩
悩
と
悪
を
焼
き

は
衆
生
の
煩
悩
と
悪
を
焼
き

滅
ぼ
し
、
手
に
す
る
大
智
の

滅
ぼ
し
、
手
に
す
る
大
智
の

剣
は
剣
は
貪ど

ん
ど
ん

瞋じ
ん
じ
ん

癡ち

（
貪む

さ
ぼ

む
さ
ぼ

り
・
怒
り

り
・
怒
り

・
愚お

ろ
か
さ

お
ろ
か
さ痴
）
の
三
毒
を
切
り
、

）
の
三
毒
を
切
り
、

三ざ
ん
ま
い

ざ
ん
ま
い昧

の
索さ

く
さ
く

で
難な

ん
ぶ
く

な
ん
ぶ
く伏

の
も
の
を

の
も
の
を

縛
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

縛
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

人
の
心
に
は
二
つ
の
側

　

人
の
心
に
は
二
つ
の
側

面
、
一
つ
は

面
、
一
つ
は
荒あ

ら
あ
ら

魂だ
ま
だ
ま

（
荒
々
し

（
荒
々
し

い
心
）と

い
心
）と
和に

ぎ
た
ま

に
ぎ
た
ま魂（

温
か
く
優
し

（
温
か
く
優
し

い
心
）
が
あ
る
そ
う
で
す
。

い
心
）
が
あ
る
そ
う
で
す
。

不
動
明
王
は
そ
の
二
面
性
の

不
動
明
王
は
そ
の
二
面
性
の

あ
る
心
の
う
ち
、

あ
る
心
の
う
ち
、
忿ふ

ん
ふ
ん

奴ぬ

形ぎ
ょ
う

ぎ
ょ
うを

と
り
、

と
り
、
強

き
ょ
う

き
ょ
う

剛ご
う
ご
う

難な
ん
な
ん

化げ

の
度
し
難

の
度
し
難

い
衆
生
を

い
衆
生
を
折

し
ゃ
く

し
ゃ
く

伏ぶ
く
ぶ
く

す
る
智
恵
の

す
る
智
恵
の

は
た
ら
き
を
も
ち
、
民
衆
か

は
た
ら
き
を
も
ち
、
民
衆
か

ら
厚
い
信
仰
を
集
め
た
。

ら
厚
い
信
仰
を
集
め
た
。

（
文
治
５
）
、
鎌
倉
幕
府
初

（
文
治
５
）
、
鎌
倉
幕
府
初

代
侍
所
別
当
和
田
義
盛
が
建

代
侍
所
別
当
和
田
義
盛
が
建

立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

寺
で
、
源
頼
朝
が
創
建
し
た

寺
で
、
源
頼
朝
が
創
建
し
た

鎌
倉
の
勝
長
寿
院
が
大
風
で

鎌
倉
の
勝
長
寿
院
が
大
風
で

倒
壊
し
た
際
、
北
条
政
子
と

倒
壊
し
た
際
、
北
条
政
子
と

和
田
義
盛
が
浄
楽
寺
に
本
尊

和
田
義
盛
が
浄
楽
寺
に
本
尊

の
阿
弥
陀
三
尊
像
を
移
し
た

の
阿
弥
陀
三
尊
像
を
移
し
た

と
い
わ
れ
る
。

と
い
わ
れ
る
。

　

阿
弥
陀
三
尊
像
な
ら
び
に

　

阿
弥
陀
三
尊
像
な
ら
び
に

　

新
年
会
で
は
、
自
己
紹
介

　

新
年
会
で
は
、
自
己
紹
介

の
後
、
楽
し
く
懇
談
し
、
恒

の
後
、
楽
し
く
懇
談
し
、
恒

例
の
抽
選
会
で
ワ
ク
ワ
ク
し

例
の
抽
選
会
で
ワ
ク
ワ
ク
し

な
が
ら
く
じ
引
き
を
見
守

な
が
ら
く
じ
引
き
を
見
守

り
、
思
い
出
に
な
る
賞
品
が

り
、
思
い
出
に
な
る
賞
品
が

当
た
っ
た
と
喜
ん
だ
。
最
後

当
た
っ
た
と
喜
ん
だ
。
最
後

に
校
歌
を
学
生
応
援
団
の
リ

に
校
歌
を
学
生
応
援
団
の
リ

ー
ド
で
全
員
一
体
と
な
っ
て

ー
ド
で
全
員
一
体
と
な
っ
て

歌
い
、
絆
を
よ
り
強
く
し
、

歌
い
、
絆
を
よ
り
強
く
し
、

再
会
を
期
し
て
お
開
き
に
な

再
会
を
期
し
て
お
開
き
に
な

っ
た
。
現
役
学
生
の
家
で
留

っ
た
。
現
役
学
生
の
家
で
留

学
生
を
交
え
た
二
次
会
も
大

学
生
を
交
え
た
二
次
会
も
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
と
い

い
に
盛
り
上
が
っ
た
と
い

う
。
う
。

　

【
鎌
倉
稲
門
会　

兵
藤
芳

　

【
鎌
倉
稲
門
会　

兵
藤
芳

朗
会
長
の
話
】

朗
会
長
の
話
】

　

早
大
は
１
８
８
２
年
（
明

　

早
大
は
１
８
８
２
年
（
明

治
1515
）
開
校
の
翌
々
年
に
留

）
開
校
の
翌
々
年
に
留

学
生
の
受
け
入
れ
を
始
め
、

学
生
の
受
け
入
れ
を
始
め
、

昨
年
後
期
の
留
学
生
は
、
１

昨
年
後
期
の
留
学
生
は
、
１

１
２
カ
国
・
５
４
３
１
人
。

１
２
カ
国
・
５
４
３
１
人
。

国
内
の
大
学
で
は
留
学
生
の

国
内
の
大
学
で
は
留
学
生
の

受
け
入
れ
が
一
番
多

受
け
入
れ
が
一
番
多

く
、
将
来
は
１
万
人

く
、
将
来
は
１
万
人

に
す
る
計
画
が
あ
る

に
す
る
計
画
が
あ
る

と
い
う
。

と
い
う
。

　

そ
こ
で
、
鎌
倉
稲

　

そ
こ
で
、
鎌
倉
稲

門
会
で
は
、
母
校
の

門
会
で
は
、
母
校
の

留
学
生
に
キ
ャ
ン
パ

留
学
生
に
キ
ャ
ン
パ

ス
の
外
で
日
本
の
文

ス
の
外
で
日
本
の
文

化
や
生
活
な
ど
を
体

化
や
生
活
な
ど
を
体

験
し
て
も
ら
お
う

験
し
て
も
ら
お
う

と
、
会
の
活
動
に
参

と
、
会
の
活
動
に
参

加
し
て
も
ら
い
、
そ

加
し
て
も
ら
い
、
そ

の
こ
と
を
通
じ
て
、
母
国
と

の
こ
と
を
通
じ
て
、
母
国
と

日
本
の
友
好
・
親
善
の
懸
け

日
本
の
友
好
・
親
善
の
懸
け

　

早
大
教
育
学
研
究
科
修
士

　

早
大
教
育
学
研
究
科
修
士

２
年　

柴

年　

柴 

夢
成
（
中
国
）

夢
成
（
中
国
）

　

う
ら
ら
か
な
好
晴
の
日
光

　

う
ら
ら
か
な
好
晴
の
日
光

を
浴
び
な
が
ら
鎌
倉
の
寺
を

を
浴
び
な
が
ら
鎌
倉
の
寺
を

散
策
し
、
小
さ
い
頃
の
春
の

散
策
し
、
小
さ
い
頃
の
春
の

ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
気
分
を
感
じ

ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
気
分
を
感
じ

ま
し
た
。
見
知
ら
ぬ
人
が

ま
し
た
。
見
知
ら
ぬ
人
が

「
早
稲
田
」
と
い
う
言
葉
で

「
早
稲
田
」
と
い
う
言
葉
で

絆
が
生
じ
、
一
緒
に
楽
し
む

絆
が
生
じ
、
一
緒
に
楽
し
む

の
は
感
動
と
言
え
ま
す
。
大

の
は
感
動
と
言
え
ま
す
。
大

先
輩
、
留
学
生
、
現
役
の
学

先
輩
、
留
学
生
、
現
役
の
学

生
…
違
う
世
代
の
人
、
異
国

生
…
違
う
世
代
の
人
、
異
国

籍
の
人
、
み
ん
な
集
ま
り
、

籍
の
人
、
み
ん
な
集
ま
り
、

年
齢
や
国
・
地
域
を
超
え
る

年
齢
や
国
・
地
域
を
超
え
る

交
流
が
で
き
る
の
が
ど
れ
だ

交
流
が
で
き
る
の
が
ど
れ
だ

け
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ

け
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
う
。

　

日
本
に
来
た
の
は
自
分
の

　

日
本
に
来
た
の
は
自
分
の

目
で
見
、
耳
で
聞
き
、
心
で

目
で
見
、
耳
で
聞
き
、
心
で

日
本
を
感
じ
た
い
か
ら
で

日
本
を
感
じ
た
い
か
ら
で

す
。
過
去
に
何
が
あ
っ
て

す
。
過
去
に
何
が
あ
っ
て

も
、
今
回
の
新
年
会
の
よ
う

も
、
今
回
の
新
年
会
の
よ
う

に
「
今
、
こ
こ
で
」
を
大
事

に
「
今
、
こ
こ
で
」
を
大
事

に
、
心
を
込
め
て
付
き
合
え

に
、
心
を
込
め
て
付
き
合
え

ば
人
間
の
愛
は
通
じ
る
と
信

ば
人
間
の
愛
は
通
じ
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

頑
張
り
ま
す
。

頑
張
り
ま
す
。

不
動
明
王
・
毘
沙
門
天
五
躰

不
動
明
王
・
毘
沙
門
天
五
躰

は
大
仏
師
運
慶
の
真
作
。
運

は
大
仏
師
運
慶
の
真
作
。
運

慶
マ
ニ
ア
は
必
ず
訪
れ
る
横

慶
マ
ニ
ア
は
必
ず
訪
れ
る
横

須
賀
一
と
い
っ
て
も
よ
い
み

須
賀
一
と
い
っ
て
も
よ
い
み

ほ
と
け
で
あ
り
ま
す
。
像
は

ほ
と
け
で
あ
り
ま
す
。
像
は

実
に
堂
々
と
し
た
も
の
で
、

実
に
堂
々
と
し
た
も
の
で
、

正
面
を
見
据
え
睨
む
姿
は
凄

正
面
を
見
据
え
睨
む
姿
は
凄

味
が
あ
る
。
わ
が

味
が
あ
る
。
わ
が
住じ

ゅ
う

じ
ゅ
う

す
る
満

す
る
満

願
寺
に
も
不
動
明
王
像
が
あ

願
寺
に
も
不
動
明
王
像
が
あ

る
が
、
浄
楽
寺
不
動
明
王
の

る
が
、
浄
楽
寺
不
動
明
王
の

緻
密
さ
と
力
量
感
に
は
及
ば

緻
密
さ
と
力
量
感
に
は
及
ば

な
い
。
そ
も
そ
も
運
慶
の
銘

な
い
。
そ
も
そ
も
運
慶
の
銘

札
が
確
認
さ
れ
太
鼓
判
済
の

札
が
確
認
さ
れ
太
鼓
判
済
の

運
慶
仏
な
の
で
す
か
ら
。

運
慶
仏
な
の
で
す
か
ら
。

　

本
年
は
酉
年
、
三
浦
不
動

　

本
年
は
酉
年
、
三
浦
不
動

尊
霊
場
が

尊
霊
場
が
1212
年
に
１
度
の
大

年
に
１
度
の
大

開
帳
を
迎
え
（
浄
楽
寺
は
第

開
帳
を
迎
え
（
浄
楽
寺
は
第

2020
番
札
所
）
、
さ
ら
に
三
浦

番
札
所
）
、
さ
ら
に
三
浦

薬
師
如
来
霊
場
（
浄
楽
寺
は

薬
師
如
来
霊
場
（
浄
楽
寺
は

第
1515
番
札
所
）
が
何
と

番
札
所
）
が
何
と
3333
年

に
一
度
の
大
開
帳
を
迎
え

に
一
度
の
大
開
帳
を
迎
え

る
。
両
霊
場
の
御
開
帳
が
重

る
。
両
霊
場
の
御
開
帳
が
重

な
る
こ
の
ご
縁
を
計
算
す
る

な
る
こ
の
ご
縁
を
計
算
す
る

と
１
３
２
年
に
１
度
の
御
開

と
１
３
２
年
に
１
度
の
御
開

帳
で
、
誠
に
希
有
な
ご
縁
。

帳
で
、
誠
に
希
有
な
ご
縁
。

４
月
４
月
2828
日
か
ら
５
月

日
か
ら
５
月
2828
日
の
日
の

１
カ
月
間
、
ぜ
ひ
お
参
り
を

１
カ
月
間
、
ぜ
ひ
お
参
り
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

お
す
す
め
し
ま
す
。

　

寄
木
造
、
玉
眼
。
像
高
１

　

寄
木
造
、
玉
眼
。
像
高
１

３
８
㎝
。
１
１
８
９
年
（
文

３
８
㎝
。
１
１
８
９
年
（
文

治
５
）
造
立
。
拝
観
は
要
予

治
５
）
造
立
。
拝
観
は
要
予

約
。
（

約
。
（
８
面
に
関
連
記
事

８
面
に
関
連
記
事
）

　

▼

　

▼
湘
南
江
の
島
春
ま
つ
り

湘
南
江
の
島
春
ま
つ
り

1212
・
1313
日
江
の
島
・
片
瀬
海

日
江
の
島
・
片
瀬
海

岸
。
（

岸
。
（
７
面
に
関
連
記
事

７
面
に
関
連
記
事
）

　

▼

　

▼
祈
年
祭

祈
年
祭　

1515
日
1111
時
、
時
、

亀
岡
八
幡
宮
。
五
穀
豊
穣
、

亀
岡
八
幡
宮
。
五
穀
豊
穣
、

商
売
繁
盛
を
祈
願
。

商
売
繁
盛
を
祈
願
。

　

▼

　

▼
彼
岸
会

彼
岸
会　

1717
〜
2323
日
各
日
各

寺
院
。

寺
院
。

　

▼

　

▼
動
物
慰
霊
法
要
春
の
大

動
物
慰
霊
法
要
春
の
大

祭　祭　

2525
日
1313
時
半
、光
則
寺
。

時
半
、光
則
寺
。

　

▼

　

▼
献
詠
披
講
式

献
詠
披
講
式　

2626
日
1313

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　

さ
て
浄
楽
寺
（
横
須
賀
市

　

さ
て
浄
楽
寺
（
横
須
賀
市

芦
名
）
は
、
１
１
８
９
年

芦
名
）
は
、
１
１
８
９
年

鶴岡は八幡宮で初詣鶴岡は八幡宮で初詣

橋
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と

橋
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。

考
え
て
い
る
。

新年会で校歌斉唱新年会で校歌斉唱

３３月月

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

横
須
賀
・
浄
楽
寺

横
須
賀
・
浄
楽
寺 

不
動
明
王
像

不
動
明
王
像 （6868）

文　
　

永
井
宗
直

文　
　

永
井
宗
直

写
真　

原
田　

寛

写
真　

原
田　

寛

参
加
し
た
留
学
生
の
声

参
加
し
た
留
学
生
の
声

国
際
親
善
、友
好
の
架
け
橋
に

国
際
親
善
、友
好
の
架
け
橋
に

鎌
倉
稲
門
会
が
留
学
生
と
交
流

鎌
倉
稲
門
会
が
留
学
生
と
交
流

株式会社 斉藤建設

鎌倉市扇ヶ谷4-5-80120(25)0567

エ
ア
コ
ン
の
な
い
家
を
つ
く
り
た
か
っ
た
。

「光冷暖システムは、KFT株式会社
が開発した室内環境調整システム
です（国内特許取得済み）」

鎌倉倶楽部プロデュース
斉藤建設から新しい冷暖房

壁・天井が冷暖房器になる

これからの冷暖房は

遠赤外線で…

株式会社 斉藤建設
斉藤建設

鎌倉市扇ヶ谷4-5-80120(25)0567

エ
ア
コ
ン
の
な
い
家
を
つ
く
り
た
か
っ
た
。

「光冷暖システムは、KFT株式会社
が開発した室内環境調整システム
です（国内特許取得済み）」
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